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第3章 取扱物質の基礎知識　高圧ガス関連
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1.1 高圧ガスの分類

高圧ガスは、高圧ガス保安法により定義されている。また、状態や物性等によっても
以下のように分類される。
1） 高圧ガス保安法による高圧ガスとは

(1) 圧縮ガス（圧縮アセチレンガスを除く。）
常用の温度でゲージ圧力(以下圧力という。)が１メガパスカル以上となる圧縮ガスであって現にその圧力が１メガパスカル以上であるもの又は温度35℃において圧力が１メガパスカル以上となる圧縮ガス
(2) 圧縮アセチレンガス

常用の温度で圧力が0.2メガパスカル以上となる圧縮アセチレンガスであって現にその圧力が0.2メガパスカル以上であるもの又は温度15℃において圧力が0.2メガパスカル以上となる圧縮アセチレンガス
(3) 液化ガス

常用の温度で圧力が0.2メガパスカル以上となる液化ガスであって現にその圧力が0.2メガパスカル以上であるもの又は圧力が0.2メガパスカルとなる場合の温度が35℃以下である液化ガス
  (4) その他の液化ガス

前項に掲げるものを除くほか、温度35℃で圧力0パスカルを超える液化ガスのうち、液化シアン化水素、液化ブロムメチル又はその他の液化ガスであって、政令で定めるもの

  2） 状態による高圧ガスの分類
高圧ガスは、状態や物性等によって表３－１のように分類される。

表３－１ 高圧ガスの分類

	圧縮ガス
	水素、酸素、窒素、メタン、エチレン、モノシラン、アルゴン等

	液化ガス
	（常温）
	アンモニア、ＬＰガス、二酸化炭素、塩素、ジシラン等

	
	（深冷）
	液化酸素、液化窒素、液化天然ガス、液化エチレン等

	溶解ガス
	アセチレン（法令上は圧縮ガス）


3)　物性による高圧ガスの分類（表３－２）

  (1) 可燃性ガス：大気中に漏洩した場合、着火して火災や爆発を発生させるガス｡

      一般高圧ガス保安規則第２条第１項第１号に定義された39種類のガス、及び空気

    中での爆発限界の下限が10Vol％以下のもの、または、爆発限界の上限と下限の差が

  20Vol%以上のものを可燃性ガスと定義している。

  (2) 支燃性ガス：可燃性ガスとの混合で、燃焼や爆発を促進させる性質、または金
属との反応で燃焼や爆発を促進させるガスを発生させる性質を持つガス。

  (3) 不燃性ガス：可燃性ガスのように燃焼することがないガス。この中には、燃焼
して発生した二酸化炭素や、不活性ガスと呼ばれる他の物質と反応しないガス、
窒素や周期律表０属の希ガス、また、冷媒として使用される不燃性のフルオロカ
ーボンも含まれる。

  (4) 毒性ガス：人体に対して有害性を持っているガスで、一般高圧ガス保安規則第２条

    第１項第２号に定義された33種類のガス及びじょ限量が200ppm(0.02Vol%)以下の
　　ものを毒性ガスと定義している。

  (5) 可燃性ガス・毒性ガス：可燃性と毒性の両方の物性を持つガス｡

  アンモニアやアルシン等。

  (6) 特殊材料ガス：主に半導体産業界で使用されるガスで、可燃性や毒性等を持つガス。

    高圧ガス保安協会ではこれらのガスのうち39種類を特殊材料ガスとして取り扱いに

    関する基準を定めている。

  (7) 特定高圧ガス：特殊材料ガスの中でも、特に可燃性、自己分解爆発性、毒性等、危

    険有害性の高い７種類のガスを特殊高圧ガスに指定して、その製造、販売、移動、消

    費などを規制している。

表３－２  分類の代表的な例（詳細は、高圧ガスの物性を参照）

	可燃性ガス
	水素、メタン、エタン、モノシラン、プロパン、アルシン等

	支燃性ガス
	空気、酸素、塩素等

	不燃性ガス
	窒素、アルゴン、ヘリウム、二酸化炭素等

	毒性ガス
	アンモニア、二酸化硫黄、塩素、アルシン、酸化エチレン等

	可燃性・毒性ガス
	一酸化炭素、アンモニア、アルシン、硫化水素等

	特殊材料ガス
	ジクロロシラン、四フッ化ケイ素、三塩化リン、スチビン等

	特殊高圧ガス
	モノシラン、ジシラン、アルシン、ホスフィン、ジボラン

モノゲルマン、セレン化水素


· 特定高圧ガスとは

1 高圧ガス保安法第24条の２で、消費に際して災害の発生を防止するため特に注意

      を要するガスを特定高圧ガスとして、施設や消費の方法について規制し、届出が義務付けされている。

2 特殊高圧ガスの７種類は量や濃度に関係なく規制され、特定高圧ガスの圧縮水素（300m３）、圧縮天然ガス（300m３）、液化酸素（３トン）、液化アンモニア（３トン）、液化石油ガス（３トン）、液化塩素（１トン）については、貯蔵能力が記載量以上のものが対象となる。

1.2 高圧ガスの取扱い

      同じ高圧ガスの中でも、上記のように物性によってそれぞれのガスに特性があり、

    状態（圧縮、液化）も違うことによる取扱いを正しく認識しないと、重大な災害を招きかねない。

ここでは一般的な注意事項について記す。

1)　移動

(1) 事業所内での移動

①容器を運搬するときは、ガス漏れの有無を確認し、容器バルブの保護キャップ
を確実に取り付けてから行う。

②容器は､転倒したり、衝撃を与えたり、粗暴な扱いをしない。

③容器は横倒しのままころがさない。

④運搬は、できるだけ容器専用の運搬車を使用する。

    ⑤手で運ぶときは、立てた容器の頭部を支えて少し傾け（約60度くらいの角度）底

      部を回しながら行う。

    ⑥500kg以上の容器の移動には、フォークリフトやトラックを使用し、消費施設にセ

      ットするときはホイストクレーンを使用する。

⑦超低温容器は二重殻槽になっているので強い衝撃を与えないよう取り扱う。

(2) 荷おろし作業

①容器を運搬車やトラックから下ろす場合、地盤が良く平らな場所とし、車輪に
は移動防止の車止めを行う。

②荷台上から容器を下ろす場合、容器への衝撃を防止し最小限にするようマット等の

緩衝材を使用する。

③火気、その他発火性、引火性の恐れのある危険物の付近での作業は行わない。

2)　貯蔵

高圧ガスの貯蔵には、貯槽による貯蔵と容器(カードル、集結容器を含む)による貯

蔵があるがここでは容器による場合について述べる。

    《容器置場》

1 法に基づいた設備が施工され保安距離が確保された置場に、充填容器と残ガス
容器別に区分し、それぞれ表示札（「空」・「充」）をかけ、置場には外部から見やすいよう警戒標（｢高圧ガス容器置場｣、「 eq \o\ac(○,燃)・ eq \o\ac(○,毒)」｢立入禁止｣「火気厳禁」「緊急時の連絡先」等）を掲げる。

    ②容器置場には、計量器等作業に必要なもの以外は置かず、非常の際の搬出通路を確

      保し通路はペンキ等で明示しておく。また容器置場の周囲（２ｍ以内）に引火性や

      発火性のものを置かない｡周囲（５ｍ以内）での火気の使用を禁ずる。

3 容器置場は、床に水溜がなく、通風の良い、容器に熱が伝わらない（温度40℃以

      下）ようになっているか。また漏洩ガスが滞留しない構造が機能しているか確認す

      る。

④可燃性ガス、毒性ガス、及び支燃性ガスは区分して置く。

⑤可燃性ガス、酸素ガス置場に所定の消火器を備える。

    ⑥特殊材料ガスの容器置場は、県基準に基づく構造で設置する。

⑦非常事態に備え、非常用防災用具（毒性ガス用保護具、ライフゼム等の呼吸器、工

具等）がいつでも使用できるよう準備され、担当者は訓練され、操作を熟知してい

ること。

⑧容器の転倒防止用のチェーンは容器の大きさに合わせ、２箇所以上でとめる。

3) 消費

  　　消費とは、燃焼、反応、溶解、冷却、その他の目的で高圧ガスを減圧弁等により高

    圧ガスでない状態にして使用する場合をいう。

    特定高圧ガスの消費については、先に触れたように法規準を遵守する。

  (1) 消費施設には、施設内のガスの漏洩を検知警報するための設備を設け、正しく機能

    するよう維持する｡　また、外部からもわかるよう警戒標を掲げる。

  (2) 消費設備の各部（バルブ、配管、圧力計等）からのガス漏れが発生しないよう、気

密試験を実施した後作業を開始する。

  (3) 容器バルブの開閉は静かに行い、急激なガスの導入はしない。使用後は必ずバルブ

  を閉止し、液封が考えられる個所はパージを行う。

  (4) 圧力の異なる２種以上のガスを共通で使用するときは、逆流の発生しない設備を設

置し、使用後も弁や圧力調整器の内部漏れが有ることを前提に対策を講ずる。

  (5) 可燃性ガス、毒性ガスまたは酸素の消費設備の修理等を行うときは、内部のガスを

    不活性のガスや水で置換後作業する。

  (6) 消費のためのバルブ操作基準の整備、ガス供給設備等の日常点検（逆止弁の点検、

ボンベ圧力の点検、系の圧力の点検等）を行う。非常用防災用具を準備しておく。

4)　廃棄・除害

    可燃性ガス、毒性ガス、酸素を廃棄する場合は、廃棄の技術上の基準に従って行う。

  (1) 廃棄は、容器とともに行ってはならない。

  (2) 充てん容器のバルブは、静かに操作開閉する｡

  (3) 廃棄した後は、バルブを閉止し、容器の転倒及びバルブの損傷防止のキャップの取

    り付け等必要な措置を施す。

  (4) 可燃性ガスの廃棄は、火気や、引火性、発火性物質のある場所を避け、大気中に放

    出する場合は、通風の良い場所で少量ずつ行うか、フレアースタック、ベントノズル

    等を使用する。

  (5) 酸素を廃棄するときは、廃棄に使用するバルブや配管、器具に油脂類、可燃性物質

    が付着していないことを確認または除去をした上で屋外の安全な場所で行う。

  (6) 毒性ガスの廃棄は、それぞれのガスに適した中和剤、吸収剤を用いて処理しなけれ

    ばならない。

  (7) 毒性ガスの廃棄を大気中に直接放出する場合は、危険、危害を及ぼさない場所で少

量ずつ行う。

1.3 火災・爆発･労働災害の防止

      高圧ガス、石油類などの可燃性物質を扱う工場で、件数も多く損害もまた大きいの

    は火災・爆発事故である。特に爆発は死傷者を伴い、損害も特に大きくなるので、爆

    発の防止は保安上重要な課題である。近年は、電子産業分野での特殊材料ガスの使用

    に伴う、火災・爆発に加えて中毒事故の発生や、消費設備における事故が拡大してい

    る。

《これらの事故災害の防止のためには》

    ①なぜ事故が起こったのか、なぜ死傷者や被災者が出たのかを事故例の教訓に学び、

      これから、自社の設備や管理方法等を再点検し、改善につなげることが大切である。

2 火災・爆発・中毒とは何か、それはどのようにして起こり、どのような威力や
被害を発生させるのかを知ることである。これは危険性および災害想定の基本となる知識であり、極めて重要なことである。

3 火災・爆発・中毒事故を防ぎ、その拡大を抑制するための方策をあらかじめ立
て、それに必要な機材や防護体制、緊急時の行動等について関係者が熟知し訓練をしておくことが重要である。

1)　基本的事項

      高圧ガスは取扱いさえ間違えなければ、安全で有益・利便性のある、現代社会では

    我々の生活に不可欠なものであることは先に述べたとおりである。しかし、しばしば

事故災害が発生するのは、この危険性を持った物質を無防備に外部に漏洩・噴出させ

ることから始まる。

　(1) 基本事項の第１は、「漏らさず、出さず」である。

    ①設計段階で、耐圧性・腐食性・操作性等を考慮した材料を選定して、弁･配管･機器

      類を製作し、日常点検、定期点検の実施によりその性能を維持してゆくことが
大切である。

    ②ガスの持つ危険性・特殊性を認識して、操作ミスや動作ミスをなくすため作業
の標準化を図ること（作業マニュアル、標準作業基準、取扱い基準等）と確実
な実行がされなければならない。また設備や取り扱う物質、管理体制等が少し
でも変化すれば、それに見合った変更をしなければならない。

    ③ガスに危険な性質（爆発性・毒性）を残したまま大気中に放出してはならない。機

      器の開放やガスの交換等においてむやみに大気に放出することは、火災・爆発・中

      毒の危険性だけでなく地球環境の面からも大きな問題となる。

　(2) 基本事項の第２は「早期発見と適切な緊急措置」である。

    ①ガスの漏洩を早期発見するためには、ガス検知警報設備の設置が不可欠となる。
　　　建物、装置、ガスの物性、ガスセンサーの特性、監視個所等、それぞれの特性
を勘案し総合的に検討して設置を決定する。

    ②設置されたガス検知警報設備の正しい機能の維持を行う。不作動や誤作動のな
いよう日常管理や定期的な動作試験が大切である。

    ③検知警報器が作動したときの対応措置基準を明確にする。例えばガス検知警報器が

作動したときは、運転員が２人一組で確認に行き、通報手段は○○を使用、通報連

絡先は○○、火気との遮断のためのスチームカーテンの使用や火災発生を想定して

のウォーターカーテン・散水設備の使用、また、災害の拡大防止を行うため緊急遮

断装置や停止装置の使用をどの順序でどのように行ってゆくか、権限・指揮系統を

明確にし、教育や訓練を行い効果を上げてゆくことが大切である。

④緊急時の措置を効果的にかつ適切に行うためにシステム化することも重要であ　　る｡

特に可燃性と毒性を合せ持つガスの場合には、極めて有効である。

システム化に必要な要件としては、

a.人と設備の関係

b.処置のタイミングとレベル

c.システムの信頼性･拡張性

d.トレンドの解析

e.ＡＩ機能等が挙げられる｡

    ⑤ガスが漏洩して近傍に拡散しているときは、接近してはならない。発火までに時間がかかるほど、爆発の規模が大きくなる可能性があるからである。逆にいうと、漏れてすぐ発火し火災を生じているときは安全で、その火炎は消してはならない。火炎の向かうところに放水し、冷却することが二次破壊や被害を極小化するために大切なこととなる。

    ⑥漏洩個所の確認のため、多数の人間が現場に行くことは被害を増大させる要因とな 

      り、絶対に避けなければならない。行くときは、熟練者が少人数で防火服・空気呼

      吸器等の防護体制を取った上で行き、すばやく応急措置または判断をして引き上げ

      る。

⑦漏洩個所が確認されたら､漏洩量を減らすため最も近いところで､漏洩個所に通じる弁の閉止などの漏れ止め措置または運転を緊急に停止する措置を行う。近くの火気は全て消すとともに、着火源となるような行為をしない。

     （打撃、車のスタート、火花放電等）

(3) 基本事項の第３は「ガス及び設備を知る」ことである。

①取り扱っているガスの性質はもとより、事業所内にどのようなガスがどのような状

態で、貯蔵され、どの供給ルートでどのくらい供給、何処で消費されているか等を

知っておくことは､二次災害防止のために大切なことである。
    ②当該ガス設備及び保安設備がどのようになっているか、操作方法・保守点検方法を

  良く知っておくことは、緊急時の応急措置を迅速に正しく行うために大切なことと

  なる。

    ③事業所内の高圧ガス設備及び保安設備、保安体制等の現状を良く見て、「危険度評

      価」を行うとともに、その危険を回避するための方策を策定し改善を加える。また

      緊急時にも落ち着いて措置が可能になるよう、ケースごとに、緊急措置を定め定期

      的に教育と訓練を行い評価と改善を重ねてゆくことは、最も大事なことである。

2)　気密保持の方法

「気密」とは、気体に対して密閉されていることを意味するが、逆にいえば、気体

    や液体が漏洩しないことをさすともいえる。高圧ガス設備からの漏洩対策は取り扱う

    上での最重要対策であり、言い換えれば「気密の保持」が保安対策ともいえる。

(1) 漏洩の原因

      漏洩の原因を、単一簡単に指摘することはできないが、以下のように整理すること

    ができる。

①腐食による肉厚の減少

      エロージョン、コロージョンなどによる配管・圧力容器等の肉厚減少により、破損、
      破壊することによる漏洩。

②破壊

異常な圧力上昇または温度上昇による配管・圧力容器等の破壊による漏洩。延性破壊、脆性破壊、クリープ破壊、応力腐食割れなどによる破壊。

③気密保持性能の劣化

      圧縮機・ポンプの軸封部、バルブのグランド部などの摺動部分の気密性能劣化、ま

      た、フランジ、マンホール、ハンドホール、バルブの取り付け部のガスケットの損

      傷、または緩みによる漏洩。

④運転操作に起因

バルブの開閉不十分、バルブの閉め忘れなどの人為操作に起因する漏洩。

⑤その他、ガスケット、バルブの耐圧性能や金属材料の誤使用、施工時の溶接不良等、
設計・保全上の人為的原因に起因するものもある。

(2) 気密保持の方法

①機械的原因による漏洩

      高圧ガス製造設備が機械的原因により破壊し、大量漏洩が起きた事例は多い。重油

      直接脱硫装置の配管破裂による爆発事故、熱交換器の胴にねじ込まれた蓋が、シー

ル不良と空隙部内部圧力上昇によるネジ部変形などで外れて飛んだ事故などが新し

い。また、単純な腐食による肉厚の減少によって破壊した例も多い。

このような原因による漏洩を防止するためには次の対策が大切である。

a.損傷の早期発見のための各種点検検査の励行

既存の設備にあっては定期的な検査によって、減肉の度合いを追跡し耐用年数、保

全計画への反映がされてゆくが、特に、新技術、新式等多くの知見が得られていな

      い新設製造設備にあっては、あらゆる損傷情報の収集と、点検・検査の励行により

      損傷の兆候を早期に発見し、対処することが大切である。

b.運転条件の維持

運転温度、昇温・降温時における温度変化の制約など、設計時に指定された運転条

件を維持する。条件を外れたときは速やかに指定範囲内に戻す。設計条件から外れ

た原料や条件で試運転を行うときは点検検査体制を十分確保したうえで行う。原料

の変更の例では、硫黄分の多い重油使用に変更したことで腐食が進行して損傷が発

生したり、流量を大きく変更したことでエロ－ジョンが進行した例もある。

c.研究開発の実施

機械的な損傷については、その原因・結果の結びつきが研究され、対策が立てられ

ているものもある。情報収集を行い、最良の材料、使用条件を開発することが求められている。

②圧力・温度の異常上昇による漏洩

異常圧力上昇の例としては、尿素製造装置の配管閉塞によるオートクレーブの破壊、
ナフサを熱分解してアセチレン、エチレンを製造する装置のアセチレン吸収塔の

閉塞に伴う異常圧力上昇による可燃性ガスの噴出、また、異常温度の上昇としては

エチレンセンターにおけるアセチレンコンバータでの異常温度暴走による配管破断

事故、アクリロニトリルの水和工程でアクリロニトリルの異常反応が発生、高温と

なり、循環ポンプタンクの上蓋が割れ、重合物が噴出した例、ＬＰＧローリーから

貯槽に充填中、ホースカップリングが破断し、漏洩した液化石油ガスに付近の着火

源から着火しその火炎が貯槽を加熱し温度・圧力が上昇して破壊した例もある。

      このような運転操作や運転中の異常発生に端を発する漏洩は、不十分な管理体制が

主因であり、対策としては、運転操作基準書等の整備、特に異常反応発生時の対策

を基準化するとともに、従業者を教育訓練し周知させることが必要である。

      後者の貯槽の事故では、(2)①に述べた点検・検査の不十分と火気管理不足などの

      人為的要因が大きい点に注目しなければならない。

③緩みや磨耗による漏洩

フランジやマンホールのボルトの緩みによる漏洩は、初期締め付け力の不足、ガス

ケットの変形、変質或いは振動による緩みなどによって発生する。またここでいう

磨耗は、圧縮機やポンプの軸封部のパッキンからの漏洩、弁のグランドパッキンか

らの漏洩につながるもので、このような漏洩は、パッキンやガスケット、メカニカ

ルシールなどの部品の軸に対する間隙の増大によって起こる。検査・補修を適切に

行うとともに、これらの対策として、次のことを考慮して実施する。

《緩みの対策》 

a.フランジなどの初期締め付けを適正に実施する。ボルト長さが均等になるようナッ

トを均等に締め付ける。

b.運転開始や停止に伴う温度変化の大きいものは、ホットボルティングや低温増締め

を行う。

c.フランジ面及びガスケットに傷がないこと、傷のないものを使用する。

d.フランジ取り付けは、両面を平行に芯に狂いがないように取り付ける。

e.マンホール蓋などの大きな寸法のものは歪みがないこと。

f.ガスケットの選定に留意すること。（耐圧レーティング、材質等）

g.ネジ込みつなぎ、ユニオンつなぎでは、JISとASAの違いや、ネジ山のピッチに注

  意し、長いものはサポートを取る。特殊材料ガスの使用など、ボンベとの接続時は

  ガスケットを必ず点検し異常のないことを確認する。

h.配管の振動に対しては、触れ止めの補強や配管形状の変更などの対策を実施する。

i.特殊材料ガスなど、ボンベの取り付け時は、新品のパッキンを使用し、トルクレンチで適正なトルクで締め付ける。

《磨耗対策》

－圧縮機などでは－

a.潤滑油の管理（質と量の確保）や系内流体が不純物がある場合は洗浄油の選定を変更する。

b.ピストンロッドやシャフトの表面及び磨耗状態の適正な管理を行う。

c.メタリックパッキンなどの材質、加工法の適正化を図る。

d.パッキン選定や適正な組み込みを行う。

－バルブなどでは－

a.パッキンの選定

b.適切なグランドパッキン交換インターバルと実施､本体整備。

  3)  運転操作に起因するもの

①運転基準の整備と教育・訓練の実施により、運転操作技能の習得認定を行う。

②誤操作防止対策の徹底（ＫＹ、チェックリスト、警告札、禁止札などの活用）

③フールプルーフの設備化を推進し、計装システムなどによる誤操作防止を図る。

1.4 高圧ガスの物性（各種高圧ガスの物性を表３－３に示す）

表３－３  高圧ガスの物性

	ガス名
	分子量
	性  質
	爆発限界

Vol%
	許容濃度

ppm
	比  重

空気＝１

	アクリロニトリル
	C2H3CN
	 53.06
	燃・毒
	3.0～ 17
	（皮）２
	  1.8　　

	アクロレイン
	C2H3CHO
	 56.06
	燃・毒
	2.8～ 31
	　0.1
	 1.9

	アセチレン
	C2H2
	 26.04
	燃・分解性
	2.5～100
	
	  0.906

	アセトトアルヒド
	CH3CHO
	 44.05
	燃
	4.0～ 60
	100
	1.5

	アルシン
	AsH3
＊
	 77.95
	燃・毒・臭
	5.1～ 78
	　0.05
	2.695

	アンモニア
	NH3
	 17.03
	燃・毒腐臭
	15 ～28
	　25
	  0.597

	一酸化炭素
	CO
	 28.01
	燃・毒
	12.5～74
	　25
	  1.0

	エタン
	C2H6
	 30.07
	燃
	3.0～12.5
	
	  1.0

	エチルアミン
	C2H5NH2
	 45.08
	燃
	3.5～14.0
	（皮）５
	  1.6

	エチルベンゼン
	C6H5C2H5
	106.2
	燃
	1.0～6.7
	
	  3.7

	エチレン
	C2H4
	 28.05
	燃
	2.7～36
	
	  1.0

	塩化エチル
	C2H5Cl
	 64.51
	燃
	3.8～15.4
	1000
	  2.2

	塩化ビニル
	C2H3Cl
	 62.50
	燃・毒
	3.6～33.0
	　　１
	  2.2

	クロルメチル
	CH３Cl
	 50.49
	燃・毒
	8.1～17.4
	（皮）50
	  

	酸化エチレン
	C2H4O
	 44.05
	燃・毒
	3.6～100
	　　１
	

	酸化プロピレン
	C3H6O
	 58.08
	燃
	2.3～36
	（皮）５
	

	シアン化水素
	HCN
	 27.03
	燃・毒
	5.6～40
	
	  0.9

	シクロプロパン
	(CH2)3
	 42.08
	燃
	2.4～10.4
	
	  1.5

	ジシラン
	Si2H6
＊
	 62.22
	燃・毒・臭
	自燃性
	
	  2.26

	ジボラン
	B2H6
＊
	 27.67
	燃・毒・臭
	0.9～98
	　0.1
	  0.95

	ジメチルアミン
	(CH3)2NH
	 45.08
	燃
	2.8～14.4
	　10
	  1.6

	水素
	H2
	  2.02
	燃
	4.0～75
	
	  0.069

	セレン化水素
	H2Se
＊
	 80.98
	燃・毒・臭
	
	　0.05
	  2.80

	トリメチルアミン
	N(CH3)3
	 59.11
	燃・毒・臭
	2.0～11.6
	　　５
	  2.087

	二硫化炭素
	CS2
	 76.14
	燃・毒
	1.3～50
	（皮）10
	  2.6

	ブタジエン
	C4H6
	 54.09
	燃・毒
	2.0～12
	　　２
	  1.9

	ブタン
	C4H１０
	 58.1
	燃・毒
	1.8～8.4
	　800
	  2.1

	ブチレン
	C4H8
	 56.1
	燃
	1.6～10
	
	  2.1

	プロパン
	C3H8
	 44.10
	燃
	2.1～9.5
	 2500
	  1.6

	プロピレン
	C3H6
	 42.08
	燃
	2.0～11
	
	  

	メタン
	CH4
	 16.04
	燃
	5.0～15
	
	  0.555

	モノゲルマン
	GeH4
＊
	 76.62
	燃・毒・特
	分解性
	　0.2
	  2.645

	ガス名
	分子量
	性　　質
	爆発限界

Vol%
	許容濃度

ppm
	比   重

空気＝１

	ブロムメチル
	CH3Br　
	 94.94
	燃・毒
	10～16
	（皮）５
	  

	テルル化水素
	H2Te
＊
	129.62
	燃・毒・臭
	
	0.01asTe
	4.50

	トリフロロシラン
	ＳｉＨＦ３
	 86.09
	毒・腐・臭
	
	
	2.97

	モノシラン
	SiH4
＊
	 32.12
	燃・自燃性
	 0.8～98
	毒/臭 ５
	  1.12

	モノメチルアミン
	CH3NH2
	 45.08
	燃・毒
	 4.9～20.7
	　５
	 

	ジメチルエーテル
	C2H6O
	 46.07
	燃
	 3.4～27
	
	

	硫化水素
	H2S
	 34.08
	燃・毒腐臭
	 4.0～44
	　10
	  1.189

	亜硫酸ガス
	SO2
	 64.06
	燃・毒
	
	　２
	  

	塩素
	Cl2
	 70.91
	支・毒腐臭
	
	　0.5　
	  2.474

	クロロプレン
	C4H5Cl
	 88.54
	燃・毒
	  4～20
	（皮）10　
	

	五フッ化ヒ素
	AsF5
＊
	169.91 
	毒・臭
	
	0.003
	

	五フッ化リン
	PF5
＊
	125.96
	　　毒・臭
	
	　0.6
	  4.46

	三フッ化窒素
	NF3
＊
	 71.0
	支・毒・臭
	
	　10
	  2.49

	三フッ化ホウ素
	BF3
＊
	 67.81
	毒腐臭
	
	　１
	  2.38

	三フッ化リン
	PF3
＊
	 87.97
	毒・臭
	
	　１
	  3.05

	ジエチルアミン
	(C2H5)2NH
	 73.14
	燃・毒
	 1.8～10.1
	（皮）５
	  

	四フッ化硫黄
	SF4
＊
	108.06
	毒・臭
	
	　0.1
	  3.78

	四フッ化ケイ素
	SiF4
＊
	104.08
	毒腐臭
	
	　0.78
	  3.63

	ふっ素
	F2
	 38.0
	支・毒腐臭
	
	　　１
	  1.311

	ホスゲン
	COCl2
＊
	 98.92
	不・毒腐臭
	
	　0.1
	  3.5

	ヘリウム
	He
	  4.00
	不
	
	
	  0.138

	ネオン
	Ne
	 20.18 
	不
	
	
	  0.695

	アルゴン
	Ar
	 39.95
	不
	
	
	  1.38

	クリプトン
	Kr
	 83.80
	不
	
	
	  2.89

	キセノン
	Xe
	131.30
	不
	
	
	  4.53

	六フッ化硫黄
	ＳＦ６
	146.05
	
	
	1000
	  5.11

	窒素
	N2
	 28.01
	不
	
	
	  0.967

	二酸化炭素
	CO2
	 44.01
	不
	
	  5000
	  1.521

	フルオロカーボン
	CH3FCF3
	102.03  
	不
	（＊-１）
	
	

	一酸化窒素
	NO
	 30.01
	支・毒腐臭
	
	　25
	  1.037

	二酸化窒素
	NO2
	 46.01
	支・毒腐臭
	
	　３
	  2.83

	一酸化二窒素
	N2O
	 44.01
	支
	
	　50　
	  1.53

	ホスフィン
	PH3
＊
	 34.00
	燃・毒・特
	自燃性
	　0.3
	  1.146

	ベンゼン
	C6H6
	 78.11
	燃・毒
	1.3～7.9
	　0.5
	

	トリシラン
	Si3H8
＊
	 92.32
	燃・毒・臭
	
	
	

	ジクロロシラン
	SiH2Cl2
＊
	101.01
	燃・毒腐臭
	
	
	3.51

	トリクロロシラン
	SiHCl3
＊
	135.45
	燃・毒腐臭
	
	
	

	ガス名
	分子量
	性質
	爆発限界

Vol%
	許容濃度

ppm
	比   重

空気＝１

	ﾄﾘメチルガリウム
	Ga(CH3)3
＊
	114.83
	燃・毒・臭
	自燃性
	
	

	ﾄﾘエチルガリウム
	Ga(C2H5)3
＊
	156.91
	燃・毒・臭
	自燃性
	
	

	ﾄﾘﾒﾁﾙインジウム
	In(CH3)3
＊
	159.93
	燃・毒・臭
	自燃性
	0.1asIn
	

	ﾄﾘｴﾁﾙインジウム
	In(C2H5)3
＊
	202.01
	燃・毒・臭
	自燃性
	0.1asIn
	

	三塩化ヒ素
	AsCl3
＊
	181.28
	毒腐臭
	
	0.2asAs
	

	五塩化ヒ素
	AsCl5
＊
	252.19
	
	
	
	

	三フッ化ヒ素
	AsF3
＊
	131.92
	毒・臭
	
	0.2asAs
	

	三塩化ホウ素
	BCl3
＊
	117.17
	毒腐臭
	
	
	  4.10

	三臭化ホウ素
	BBr3
＊
	250.52
	毒腐臭
	
	　　１
	

	四塩化ゲルマン
	GeCl4
＊
	214.40
	毒腐臭
	
	
	  1.879

	六フッ化ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ
	MoF6
＊
	209.93
	毒腐臭
	
	５asMo　
	  7.27

	五塩化モリブデン
	MoCl5
＊
	273.21
	毒腐臭
	
	５asMo
	

	三塩化リン
	PCl3
＊
	137.33
	毒腐臭
	
	　0.2　　　
	

	五塩化リン
	PCl5
＊
	208.24
	毒腐臭
	
	　0.1
	

	オキシ塩化リン
	POCl3
＊
	153.33
	毒・腐
	
	　0.1
	  5.32

	四塩化ケイ素
	SiCl4
＊
	169.90
	毒腐臭
	
	
	

	スチビン
	SbH3
＊
	124.77
	燃・毒・臭
	
	　0.1
	  4.33

	五塩化アンチモン
	SbCl3
＊
	299.02
	毒腐臭
	
	  0.09
	

	水素化スズ
	SnH4
＊
	122.72
	燃・毒・臭
	
	2asSn
	

	四塩化スズ
	SnCl4
＊
	260.50
	毒腐臭
	
	2asSn
	

	六フッ化ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ
	WF6
＊
	297.84
	毒腐臭
	
	1asW
	

	六塩化ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ
	WCl6
＊
	396.57
	毒腐臭
	
	1asW
	

	塩化水素
	HCl
	 36.46
	毒腐臭
	
	　  ５
	  1.268

	フッ化水素
	HF
	 20.01
	毒腐臭
	
	　  ３
	  1.27

	臭化水素
	HBr
	 80.91
	毒腐臭
	
	　　３
	  2.812

	四塩化炭素
	CCl4
	153.82
	毒・臭
	
	　　５
	  5.32

	酸素
	O2
	 32.00
	支
	
	
	  1.105


(注)燃：可燃性、支：支燃性、毒：毒性、腐：腐食性、臭：臭気、

        分解性：自己分解性、自燃性：自己燃焼性

    許容濃度：2001年ＡＣＧＩＨによる、as・・はmg/m2・・を略した｡

    ＊ 印は特殊材料ガス

    ＊－1 ﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝの不燃性のものは、代表として代替フロンのHFC-134ａを記載した。
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